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「バイリンガル作りは耳作り！」この一言に尽きます。幼児期か

ら英語環境を整えることで英語を聞き取り、聞き分ける能力を育て

ることが必ずできます。

「子供をバイリンガル」にするための注意ポイントは「長期的な

展望」です。まずは根気良く取り組むことが最も大切な点でしょう。

親に忍耐と努力があるかないかで、子供を完璧なバイリンガルに育

てることができるかできないかが決まります。

しかしながら、日本の多くの親たちは完璧なバイリンガルではな

く、セミバイリンガルで十分だと考えているでしょう。つまり、日

本語母語の能力にプラス「英語」を使いこなせる能力を身に付けさ

せたいと思っていらっしゃるのではないでしょうか。日本語と英語

が話せるだけで世界が広がり、視野も広がり、仕事の種類も増え、

人生においてチャンスも多岐に渡ってきます。また、一人の人間と

しても幅のある魅力的な人になるでしょう。多くの教育学者たちも

幼い頃から外国語に接していると人間形成面において良い影響が出

ると言っています。私の周囲でも、英語を習っている子供たちには

比較的積極的な面が見られますし、さらに自信がある態度で何事に

も臨む姿勢が表れています。一言語のみで育つよりも二言語、三言

語の環境でそれぞれの影響を受けながら育つ方がはるかに刺激が多

いわけですから、人間形成面において多くの影響があるのかもしれ

ません。

普通の子育てにも言えることですが、英語子育ては家庭によって

異なって当然と考えるべきでしょう。ステレオタイプの英語教育を
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していても子供に必ずしも良い影響を与えるとは限りません。大切

なのはその子供の興味・関心に合わせた英語子育てをすることを心

がけることです。それにはやはり子供のことをよく知っている親の

努力が子供に絶大な影響を及ぼします。

日本のたいていのお母さんは英語をあまり得意としていません。

でも子供には英語が話せる可能性を持たせてあげたいという熱心な

方たちばかりです。私の友人にも看護師として昼夜問わず仕事に追

われている人がいます。忙しいからあまり何もしてあげられないと

嘆いていますが、子供の英語教育にはとても関心をもっています。

他の習い事よりも将来英語が使えたら便利だし、仕事の選択も増え

るという認識があるのだと思います。

私は仕事柄、いろんな人から次のような相談をよく受けます。

〈一般のお母さんからの相談は…〉

「○○○ビデオ教材って買ってもいいと思う？」

「英語教室ってどこがいいの？　月謝のこともあるし…。」

「インターナショナルスクールに入れたいけど…どこがいい？」

「何歳からやればいいの？」

「英語教室に通わせているけど少しも話せるようになっていない

のよ。困ってる…」

「児童英語教師になりたいけどどうしたらいい？」

「小学校の英語って何をやってるの？」

〈子供の英語教材開発・販売会社からの相談は…〉

「小学校用の教材の内容はどのようなものが適してるのか？」

「乳児・幼児にはどのような教材が向いているのか？」

「この外国の教材は日本向きにするにはどうしたらいいか？」

「教材開発、アイデア開発に協力してほしい。」
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「開発した教材を鑑定してほしい。」

など相談内容は様々です。最近では何が良いのか迷うのも当然で

す！　それだけ多くの情報に翻弄されてしまっているのでしょう。

私は子供の英語教育に関わってから18年経ちますが、ここ最近の情

報量の多さには驚くものがあります。多すぎる故に良いものを見極

める目が必要になるのですが、子供の英語教育に精通した人でない

と見極めるのはなかなか難しいでしょう。

毎年あちこちの会社が次々と新しい教材を競い合うように出し続

けています。このような現状は数年前から予測されていたことです。

というのは、日本の英語教育事情を考える時、「子供の英語教育」

は飽和状態であった英語教育ビジネスの最後の市場というべき分野

になるからです。折りしも文部科学省が小学校の英語教育について

指針を出しているので、2002年度から公立小学校での英語教育も本

格的にスタートしています。現状では全国の50％ほどの小学校でど

のような形であれ「国際理解教育・英語教育」に取り組んでいます

が、数年後は全ての小学校で英語が教えられるようになるでしょう。

インターネットの普及などにより、ボーダーレスになった国際社会

において「幼い頃からの英語教育の必要性」を誰もが感じるように

なったからだと思います。

この本では、私自身の現在の立場を大いに利用した内容を書いて

います。常に「子供の英語教育」について新しい情報を手に入れる

ことができるという恵まれた環境にいる私が、皆さんに一番良い情

報を選択して提供したいと願ってやみません。皆さんの英語子育て

に少しでもお役に立てれば幸甚です。
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